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【調査研究の概要】 沖縄では米軍施設に起因する環境汚染問題が頻発し、住民が生活する上で重大な問題

となっている。現状で汚染調査の実施は行政機関などに限られているため、実態解明は政治状況などに左

右され、民主的な問題解決を阻害する要因の一つとなっている。本研究では、米軍基地やその跡地におけ

る汚染物質の存在と周辺生物への影響を、市民参加によって調査した。 

調査実施に先立って、環境問題や環境調査に関する市民や学生を対象とした公開講座を開催した。こう

した場などによって環境問題調査に参加する市民を募り、その協力を得て軍事施設が立地する沖縄県内１

０市町村の各地域から様々な試料が得られた。そのうち土壌7試料、底質3試料、水17試料、生物23試料に

ついて、市民や他大学の学生も参加して分析し、残留性有害物質等の汚染状況を調査した。 

本研究により、嘉手納基地からの排水やキャンプハンセン直下の河川底質、泡瀬通信施設周辺の貝に有

害物質が含有されていることが明らかになった。また、市民の釣りなどによって集められた魚や貝の汚染

程度が明らかになった。さらに、米軍北部訓練場跡地内のPCB汚染の存在を明らかにすることができた。 

【調査研究の経過】 

2018 年 6 月：公開講座開催（環境調査の現状の課題と、フィールドでの環境試料採取実習、 

6月：公開講座開催（環境試料の化学分析について） 

8月～19年2月：公開講座参加者などへの環境試料採取地点説明と試料採取依頼 

8月～19年3月：公開講座参加者を含む市民が採取した環境試料の分析 

※この間に、沖縄県内の１０市町村にわたる各地域から、土壌、底質、水、生物、家庭用品の種々の試料が得

られた。そのうち、土壌７試料、底質３試料、水１７試料、生物２３試料を化学分析した。 

11月：市民から提供された環境試料（魚類）の有害物質分析結果を第50回沖縄県公衆衛生学会で発表 

2019年2月：本調査活動の結果を一般市民に向けて発表する「私達の環境問題調査・報告会」を宜野湾市内（沖縄国

際大学キャンパス）にて開催 

3月：本調査活動の一環で分析した土壌からのPCB検出について琉球新報、琉球朝日放送で報道 

【今後の展望など】 本研究の成果は、いずれも市民参加による環境調査が機能することを実証するととも

に、その重要性を示している。一方、本研究の中では、将来的な市民ラボの構築について具体的な構想が

まとまるには至っていない。本研究の公開講座や報告会には多数の参加者が集まり、直接目に見えないが

ゆえに市民が馴染みにくい有害物質汚染についても、沖縄の市民の間で米軍による環境問題への関心が高

いことをうかがわせた。しかしながら、市民調査に参加する人材は不足しており、とくに環境調査分析に

参加できる人材が現状では極めて限られていることが改めて認識された。 

そうした中、本研究では、市民活動に環境汚染調査が連携することや、沖縄県内の大学の研究者や学生

が大学の枠を超えて協働して汚染調査に取り組める可能性が、一部だが示された。今後、こうした市民活

動と研究者、および研究者間の協働を軸として、その調査研究活動への市民参加を積極的に進めることに

よる人材育成を継続していきたいと考える。 
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沖縄の米軍基地による環境汚染問題に関する
市民が主体となる調査研究 

名桜大学（名護市） 田代 豊 



沖縄の各地では、軍事施設に関
連する有害物質汚染問題が頻発 
＝住民生活上の重大な問題 
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有害物質汚染 

↓ 

市民の健康や安全に関わる＝
市民共通の生活環境上の問題 

↓ 

みんなで問題を理解して、対策
を考える必要がある 

市民が持つ地域の環境について
の情報も重要 

↓ 

対策検討に市民の参加が必要 



行政職員の活動は政治的状況に左右され、
科学的な汚染実態究明が進まない 
↓ 
市民が環境問題の実態を知る機会が制限 

↓ 

市民の側に立った調査を可能にする
仕組みづくりが必要 

サンプルの取り方による結果の違いの例： 
沖縄県『キャンプ・キンザー付近における底質調査
報告書』（訂正後）No.2（「St.2」）採泥状況写真→ 



南西諸島の環境問題と環境調査の現状・課題、環境
調査の計画方法、環境試料の採取と化学分析方法
に関する、市民を対象とした公開講座を3回開催（う
ち1回は名桜大学公開講座として実施） 

実施した活動 
１．公開講座の開催 



公開講座などでの呼びかけなどに応じた市民の
協力によって、試料を収集 
 

・米軍基地周辺の排水路に調査地点を設定し、
降雨時の流出排水を採取 

・リーフや岸壁での、市民の釣りなどによる水生
生物採集 

・その他、土壌や水、生物などの、市民に身近な
環境試料 

２．環境試料の収集 
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軍事施設が立地する沖縄県内１０市町村の各
地域から、土壌、底質、水、生物、および家庭
用品の、種々の試料が得られた。 
 

名桜大学内の実験室で公開講座参加市民や
他大学の学生も参加して、ガスクロマトグラフ
等を用いて随時分析し、残留性有害物質等の
汚染状況を調査。 
 

土壌７試料、底質３試料、水１７試料、生物２３
試料を化学分析。 

３．環境試料の分析 



市民から提供された 
環境試料の分析結果 

１．水の流れの中に現れる地域環境の汚染 
 ・水試料 
 ・底質試料（水の底の泥や砂） 



S11→ 

底質分析結
果（既報） 

● 

（１）嘉手納基地排水出口での流出水 



● キャンプキンザーNo.2排水口（S4） 

出水時の嘉手納基地排
水路流出水からPCB、
DDTs、CHLsを検出 

10Sep2018 

04Jul2018 

底質分析結
果（既報） 

現在も、基地内からの有害物質の
流出が続いていると見られる 

嘉手納基地排水路降雨時流出水のクロル
デン類（CHLs）、DDT類、PCB分析結果 



●

●

（２）米軍キャンプハンセン（金武町）からの流出河川の底質 



●

●

水試料（平常時）か
らは、検出されず 

海岸の底質では
ごく低濃度だった 

キャンプハンセンから流出する河川の底質からPCB、DDT類を
検出（既報の浦添市キャンプキンザー排水口S4底質と同程度） 

キャンプハンセン流出河川底質（0: 流出
直下、1: 海岸）とキャンプキンザー排水口
底質（S4; 既報）の有害物質の比較 



２．汚染流出先の水生生物への蓄積 
 ・魚試料 
 ・貝試料 

市民から提供された 
環境試料の分析結果 



S1 

S5 

S11 

那覇    宜野湾      北谷     嘉手納 

（1）全体に、移動の少ない根魚の濃度が高い 
（2）泊港（S1）と嘉手納基地排水口沖（S11）の
魚はPCBが高く、ラグナガーデン横（S5）の魚
はDDT類が高め（底質の結果と似ている） 

各地で採集・提供さ
れた魚の分析結果 

底質分析結果（既報） 



S1 

S5 

S11 

那覇    宜野湾      北谷     嘉手納 

魚介類食品中に残留するPCBの暫定的規制値 
→遠洋沖合：0.5 µg/g 、内海内湾：3 µg/g   
内海内湾魚介類DDT食品衛生法残留基準値→3 µg/g 
 

PCBs0.63, DDTs0.58, CHLs0.37→ 

各地で採集・提供さ
れた魚の分析結果 

これまで分析できた魚では、食品として問題
となる濃度は検出されていない（イルカ以外） 

底質分析結果（既報） 



A ● 

B 

C 

● 

● 

米軍泡瀬通信施設沿岸で
採集された貝（オハグロガ
キ）の分析結果 
（沖縄国際大学砂川ゼミ学生協力） 

地点Bから、他の2地点よりも高い濃度のクロ
ルデン類を検出。 

この地点は、干潟上に見られる同施設からの
排水流出口からの澪筋の上にある。 

泡瀬通信施設沿岸のオハグロガキの
分析結果 



３．汚染現場での汚染状況 
 ・土壌試料 

市民から提供された 
環境試料の分析結果 



国頭村安田 
米軍北部訓練場返還跡地 

ゴミの調査をしている市民から、米軍
廃棄物発見地点の土壌を提供 

廃棄物が見られた地点周辺（0）
でDDT類、廃棄ドラム缶があった
地点（3）でPCBを検出 

北部訓練場跡地の土壌文政結果 



・嘉手納基地からの排水、キャンプハンセン直下の河川底質、泡瀬通信
施設周辺の貝に有害物質が含有されていることが初めて明らかになった。 
 

・こうした結果は、降雨時や通常採取されない地点での試料を、市民の協
力により調査することによって得られた。 
 

・市民の釣りなどによって集められた魚や貝は、市民が触れたり食べたり
するものの汚染程度を直接調査したことになる。 
 

・市民の活動に有害物質分析を組み合わせたことによって、広大な米軍
訓練場跡地内の有害物質汚染の存在を明らかにできた。 

調査によって新たに得られた知見 



調査結果報告会
（2019年2月） 

調査過程と結果
の報道・報告 

 年月日   

2018年6月 

 

2018年6月 

2018年6月 

2018年11月 

 

2019年2月 

  

 

2019年2月 

2019年3月 

  

2019年4月 

2019年6月 

公開講座と本活動の趣旨に関する告知活動を琉球新報が
紹介 

公開講座の実施に関して琉球朝日放送、琉球新報が報道 

本研究活動に関する寄稿が琉球新報に掲載される 

市民から提供された環境試料の分析結果を第50回沖縄県
公衆衛生学会で発表 

本調査活動の結果を一般市民に向けて発表する「私達の
環境問題調査・報告会」を宜野湾市内（沖縄国際大学
キャンパス）にて開催 

上記報告会での発表内容について沖縄タイムスが報道 

本調査活動の一環で分析した土壌からのPCB検出につい
て琉球新報、琉球朝日放送が報道 

同PCB検出について沖縄県環境整備課が聴取 

市民から提供された環境試料の分析結果を第28回環境化
学討論会（日本環境化学会年会）で発表 



研究者 市民 

公開講座の呼びかけ 

公開講座・ 
調査への参加 

市民の立場のデータ 

研究の継続・ 
市民ラボの計画 

学生 

行政・社会への作用 

＜本活動の効果と今後の課題＞ 
・汚染発生源の浄化等の対策を市民が要求する根拠となる 
・環境汚染の監視や対策検討において市民参加の必要性が認識される 
・沖縄の環境汚染について研究者が理解し後続する研究が期待される 

・大学教員等研究者の環境汚染問題への関心を高め、教育研究活動のテーマと
するとともに市民ラボ開設に向けた検討への参加を促す 
・将来の市民ラボに必要な人材を育成する 
・市民の側に立った環境調査を継続する拠点を沖縄に設立する基礎が生まれる 



沖縄の環境問題に関する調査分析は・・・ 
行政機関と、事業者に委託された民間調査会社に限られている。 
↑ 
沖縄の大学などで、環境汚染の分析調査に取り組む研究者が極めて少ない。 

沖縄からの 
参加人数 

↓ 
多数 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

4 （+ 高校生） 

  ↑ 
  ↑ 

＜本活動の効果と今後の課題＞ 


